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(57)【要約】
【課題】新しいバッテリー装置が開発されたときには、
バッテリー装置の凹部の段を増やす必要があることから
、バッテリー装置の凹部の形状が複雑になっていた。
【解決手段】バッテリー筐体２と、バッテリーセルの電
力を出力する出力端子３と、バッテリー筐体２に形成さ
れた下部面取り部１３Ａ，９Ａと、を備えている。下部
面取り部１３Ａ，９Ａは、バッテリー筐体２における、
下面部５ａ，６ａと左側面部４ｄの間の角部及び、下面
部５ａ，６ａと右側面部４ｅの間の角部に沿って形成さ
れる。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する上面部及び下面部と、前記上面部及び前記下面部の間に配置され互いに
対向する左側面部及び右側面部と、前記上面部及び前記下面部の間に配置され互いに対向
する正面部及び背面部とを有し、バッテリーセルが内蔵された略直方体のバッテリー筐体
と、
　前記バッテリー筐体における前記正面部と前記下面部の間の角部に配置され、前記バッ
テリーセルの電力を出力する出力端子と、
　前記バッテリー筐体における、前記下面部と左側面部の間の角部及び、前記下面部と前
記右側面部の間の角部に沿って形成された下部面取り部と、
　を備えたバッテリー装置。
【請求項２】
　前記バッテリー筐体は、下ケースと、前記下ケースに取り付けられる上ケースと、から
形成され、
　前記下面部は、前記下ケースに位置し、
　前記上面部は、前記上ケースに位置し、
　前記左側面部、前記右側面部、前記正面部及び前記背面部は、前記上ケースと前記下ケ
ースによって形成される
　請求項１に記載のバッテリー装置。
【請求項３】
　前記下部面取り部は、前記下ケースに設けられている
　請求項２に記載のバッテリー装置。
【請求項４】
　前記出力端子は、前記下ケースに嵌め込まれて、前記上ケースに対向するように前記下
ケースに装着される
　請求項３に記載のバッテリー装置。
【請求項５】
　前記バッテリー筐体における、前記上面部と左側面部の間の角部及び、前記上面部と前
記右側面部の間の角部に沿って形成された上部面取り部を備える
　請求項３に記載のバッテリー装置。
【請求項６】
　前記上部面取り部は、円弧状に切り欠かれた面取り部であり、
　前記下部面取り部は、略平面状に切り欠かれた面取り部である
　請求項５に記載のバッテリー装置。
【請求項７】
　前記上部面取り部における曲率半径は、前記下部面取り部の幅の長さよりも大きく設定
される
　請求項６に記載のバッテリー装置。
【請求項８】
　前記出力端子には、電極用スリットと、前記電極用スリットを間に挟んで形成された２
つの位置決め用スリットと、を有する
　請求項１に記載のバッテリー装置。
【請求項９】
　前記２つの位置決め用スリットの寸法は、前記電極用スリットの寸法よりも大きく設定
されている
　請求項８に記載のバッテリー装置。
【請求項１０】
　前記２つの位置決め用スリットにおける前記正面部から前記下面部の間の角部に沿った
方向の長さは、前記電極用スリットにおける前記正面部から前記下面部の間の角部に沿っ
た方向の長さよりも長く設定されている
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　請求項９に記載のバッテリー装置。
【請求項１１】
　前記２つの位置決め用スリットの深さは、前記電極用スリットの深さよりも大きく設定
されている
　請求項９に記載のバッテリー装置。
【請求項１２】
　前記２つの位置決め用スリット及び前記電極用スリットは、溝状の切り込みである
　請求項８に記載のバッテリー装置。
【請求項１３】
　前記バッテリー筐体には、前記２つの位置決め用スリットを間に挟んで２つの判別用凹
部が設けられている
　請求項８に記載のバッテリー装置。
【請求項１４】
　前記下部面取り部は、前記バッテリー装置が着脱可能に装着される電子機器に設けられ
た判別用凸部の形状に対応して形成されている
　請求項１に記載のバッテリー装置。
【請求項１５】
　前記電子機器の前記判別用凸部の側面には、所定の角度で傾斜した傾斜面を有しており
、
　前記下部面取り部は、前記下面部に対して所定の角度で傾斜し、
　前記下部面取り部の傾斜角度は、前記判別用凸部の傾斜面の角度と対応しており、
　前記バッテリー装置を前記電子機器に装着した際、前記下部面取り部の傾斜面は、前記
判別用凸部の傾斜面と同一平面となる
　請求項１４に記載のバッテリー装置。
【請求項１６】
　前記下面部には、ラベルを貼付するための凹部からなる貼付部が設けられている
　請求項１に記載のバッテリー装置。
【請求項１７】
　前記下部面取り部は、略平面状に切り欠かれた面取り部である
　請求項１に記載のバッテリー装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用の電源であるバッテリー装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の、この種のバッテリー装置としては、例えば、特許文献１に記載されているよう
なものがある。特許文献１には、例えば電子機器の電源として用いる充電型のバッテリー
セルが収納されたバッテリーパック、及びバッテリーパック等が装着されるバッテリー装
着装置、並びにバッテリーパック等が装着されるバッテリー装着機構を備える電子機器に
関するものが記載されている。この特許文献１に記載されたバッテリーパックは、「バッ
テリーセルと、前記バッテリーセルを収納するケースと、前記ケースに配され前記バッテ
リーセルの電力を出力する出力端子と、前記出力端子が配された前記ケースの第１の面に
連設し、前記第１の面にほぼ垂直に配された前記ケースの第２の面とを有し、前記第２の
面のほぼ中央部に複数の段からなる凹部が形成されて構成される」ことを特徴としている
。
【０００３】
　このような構成を有するバッテリーパックによれば「不適合とされるバッテリー装着装
置に誤装着されることが確実に防止できる」（明細書の段落［０１６１］）」等の効果が



(4) JP 2012-134168 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

期待される。
【０００４】
　また、従来のこの種のバッテリー装置の他の例としては、例えば、特許文献２に記載さ
れているようなものもある。特許文献２には、バッテリー装置及びそのバッテリー装置に
より動作する電子機器に関するものが記載されている。この特許文献２に記載されたバッ
テリー装置は、「幅と厚さと長さを有するケースと、前記ケースの内部に設けられた充電
池部と、前記ケースの表面に設けられ前記充電池部に接続されたバッテリー側端子とを備
え、電子機器のバッテリー収容室に前記長さ方向に沿って挿入され前記バッテリー側端子
が前記バッテリー収容室の収容室側端子に接触されるバッテリー装置であって、前記幅方
向の両側の前記ケースの箇所には、前記長さ方向に延在し前記バッテリー収容室に設けら
れた突起に係合してバッテリー収容室内で前記厚さ方向における前記ケースの位置を位置
決めするガイド溝が形成されている」ことを特徴としている。
【０００５】
　このような構成を有するバッテリー装置によれば、「バッテリー装置の幅方向の両側の
ケースの箇所には、長さ方向に延在しバッテリー収容室に設けられた突起に係合してバッ
テリー収容室内で厚さ方向におけるケースの位置を位置決めするガイド溝が形成されてい
るので、ケースの厚さが異なる、すなわち容量が異なる複数種類のバッテリー装置をバッ
テリー収容室に収容することができる（明細書の段落［０００５］）。」等の効果が期待
される。
【特許文献１】特開２０００－２４３３６５号公報
【特許文献２】特開２００５－１９０９２９号公報
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載されたバッテリー装置では、バッテリーセルを収容す
るケース背面のほぼ中央部に複数の段からなる凹部を設け、バッテリー装置が装着される
電子機器の装着部には、凹部の形状に対応した突起を設けることによってバッテリー装置
の種類判別を行っていた。その結果、新しいバッテリー装置が開発されたときには、バッ
テリー装置の凹部の段を増やすと共に、それに対応する突起を電子機器の装着部にも設け
る必要があることから、バッテリー装置の凹部及び装着部の突起の形状が複雑になるとい
う問題があった。
【０００７】
　また、特許文献１及び特許文献２のいずれに記載されたバッテリー装置においても、バ
ッテリー装置が装着される電子機器との装着部との装着構造に関して、特定の構成を有す
る電子機器に対してのみ使用可能な専用部品として構成されていた。そのため、１つのバ
ッテリー装置は、そのバッテリー装置に対応した装着部を有する電子機器にだけしか装着
することができず、装着構造の構成が異なる装着部を有する別の電子機器については、そ
の電子機器に対応したバッテリー装置を別個に用意しなければならないという問題もあっ
た。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　解決しようとする問題点は、従来のバッテリー装置では、新しいバッテリー装置が開発
されたときには、バッテリー装置の凹部の段を増やすと共に、それに対応する突起を電子
機器の装着部にも設ける必要があることから、バッテリー装置の凹部及び装着部の突起の
形状が複雑になるという点である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のバッテリー装置は、バッテリーセルが内蔵された略直方体のバッテリー筐体と
、バッテリーセルの電力を出力する出力端子と、下部面取り部と、を備えている。バッテ
リー筐体は、互いに対向する上面部及び下面部と、上面部及び下面部の間に配置され互い
に対向する左側面部及び右側面部と、上面部及び下面部の間に配置され互いに対向する正
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面部及び背面部とを有する。出力端子は、バッテリー筐体における正面部と下面部の間の
角部に配置される。また、下部面取り部は、バッテリー筐体における、下面部と左側面部
の間の角部及び、下面部と右側面部の間の角部に沿って形成される。
【発明の効果】
【００１０】
　このように構成することにより、本出願のバッテリー装置は、簡単な構造の新たなバッ
テリー装置の種類判別部を提供することができると共に、異なる装着方法を有する複数種
類の電子機器に対して共通に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明のバッテリー装置の第１の実施例を示す底面側から見た斜視図である。
【図２】本発明のバッテリー装置の第１の実施例を示すもので、図２Ａは底面図、図２Ｂ
は左側面図である。
【図３】本発明のバッテリー装置の第１の実施例を示すもので、図３Ａは正面図、図３Ｂ
は背面図、図３Ｃは図２ＢのＤ－Ｄ線断面図である。
【図４】本発明の電子機器の一実施例として示す撮像装置の一具体例であるデジタルビデ
オカメラを正面側から見た斜視図である。
【図５】本発明の電子機器の一実施例として示す撮像装置の一具体例であるデジタルビデ
オカメラを背面側から見た斜視図である。
【図６】本発明の電子機器の一実施例として示す撮像装置の一具体例であるデジタルビデ
オカメラの背面図である。
【図７】図４に示したデジタルビデオカメラの装着部を有するリアパネルの斜視図である
。
【図８】図４に示したデジタルビデオカメラの装着部を有するリアパネル、スライド部材
及び支持プレート部材の分解斜視図である。
【図９】図７に示したリアパネル等を示すもので、図９Ａはリアパネルの正面図、図９Ｂ
はバッテリー装置の装着時の初期状態を示す説明図、図９Ｃは装着後の状態を示す説明図
である。
【図１０】本発明の電子機器の一実施例として示す撮像装置に係る装着部を有するリアパ
ネルの第２の実施例を示す斜視図である。
【図１１】図１０に示したリアパネル等を示すもので、図１０Ａはリアパネルの正面図、
図１０Ｂはバッテリー装置の装着時の初期状態を示す説明図、図１０Ｃは装着後の状態を
示す説明図である。
【図１２】本発明のバッテリー装置の第２の実施例を示す底面側から見た斜視図である。
【図１３】本発明のバッテリー装置の第２の実施例を示す正面図である。
【図１４】本発明の電子機器の一実施例として示す撮像装置に係る装着部を有するリアパ
ネルの第３の実施例を示す斜視図である。
【図１５】図１４に示したリアパネル等を示すもので、バッテリー装置を装着した状態に
おける図１４のＵ－Ｕ線断面図である。
【図１６】本発明の電子機器に係る装着部の第４の実施例を示す正面側から見た斜視図で
ある。
【図１７】バッテリー装置よりも高さ方向Ｚ２の寸法が十分に長い第４の実施例に係る装
着部に、バッテリー装置を装着した状態における断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　簡単な構造によりバッテリー装置の種類判別を行うことができ、異なる装着部の構造を
有する電子機器毎にバッテリー装置を用意する必要がなく、バッテリー装置の共用化を図
ることができるバッテリー装置、そのバッテリー装置を用いて好適な電子機器、及びその
バッテリー装置と電子機器との組み合わせからなるバッテリーシステムを簡単な構造によ
って実現した。
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【００１３】
　図１～図１７は、本発明の実施の形態の例を示すものである。即ち、図１～図３は本発
明のバッテリー装置の第１の実施の例を示すもので、図１は斜視図、図２Ａは底面図、図
２Ｂは左側面図、図３Ａは正面図、図３Ｂは背面図、図３Ｃは図２ＢのＤ－Ｄ線断面図で
ある。図４～図７は本発明の電子機器の実施の例に係る撮像装置を示すもので、図４は撮
像装置を正面側から見た斜視図、図５は同じく背面側から見た斜視図、図６は同じく背面
図、図７は外装ケースのリアパネルの第１の実施の例を示す斜視図、図８はリアパネルと
スライド部材と支持プレート部材を示す分解斜視図、図９Ａ～図９Ｃは撮像装置の装着部
にバッテリー装置を装着する状態を説明するもので、図９Ａはリアパネルの正面図、図９
Ｂはバッテリー装置の装着時の初期状態を示す説明図、図９Ｃは装着後の状態を示す説明
図である。図１０はリアパネルの第２の実施の例を示す斜視図、図１１Ａ～Ｃは撮像装置
の装着部にバッテリー装置を装着する状態を説明するもので、図１１Ａはリアパネルの正
面図、図１１Ｂはバッテリー装置の装着時の初期状態を示す説明図、図１１Ｃは装着後の
状態を示す説明図である。
【００１４】
　図１２～図１３は本発明のバッテリー装置の第２の実施の例を示すもので、図１２は斜
視図、図１３は同じく正面図である。図１４はリアパネルの第３の実施の例を示す斜視図
、図１５は同じくバッテリー装置を装着した状態における図１４のＵ－Ｕ線断面図である
。図１６は本発明の電子機器に係る装着部の第４の実施の例を正面側から見た斜視図、図
１７はバッテリー装置よりも高さ方向Ｚ２の寸法が十分に長い装着部に、バッテリー装置
を装着した状態を説明する図である。
【実施例１】
【００１５】
　まず、本発明のバッテリー装置の第１の実施例について、図１乃至図３を参照して説明
する。バッテリー装置１は、中空の筐体からなるバッテリー筐体２と、そのバッテリー筐
体２の内部に設けた図に現れないバッテリーセル及び制御回路基板と、バッテリー筐体２
に設けたバッテリー側の出力端子３等を備えて構成されている。
【００１６】
　この実施例で示すバッテリー筐体２は、図１に示すように長手方向Ｙの寸法がＬ、その
長手方向と直交する幅方向Ｘの寸法がＷ、長手方向Ｙ及び幅方向Ｘと直交する高さ方向Ｚ
の寸法がＨである略直方体をなすブロック状の容器として構成されている。このバッテリ
ー筐体２の寸法（長さＬ、幅Ｗ及び高さＨ）は、この実施例では長さＬ＞幅Ｗ＞高さＨと
いう関係に設定した。しかしながら、本願発明のバッテリー装置の形状は、この実施例に
限定されるものではなく、例えば、高さＨを十分に高くしたり（例えば、幅Ｗ＜高さＨ）
、幅Ｗを長さＬよりも長くしたり（長さＬ＜幅Ｗ）、その他各種の寸法を適用することが
できることは勿論である。このバッテリー筐体２は、一面に開口された容器状の上ケース
４と、この上ケース４の開口部を閉じるように装着される蓋体状の下ケース５とで構成さ
れている。
【００１７】
　上ケース４は、長方形をなす上面部４ａと、この上面部４ａの長手方向Ｙの一側から略
垂直をなすように連続された正面部４ｂと、上面部４ａの長手方向Ｙの他側から略垂直を
なすように連続された背面部４ｃと、上面部４ａの幅方向Ｘの一側から略垂直をなすよう
に連続された左側面部４ｄと、上面部４ａの幅方向Ｘの他側から略垂直をなすように連続
された右側面部４ｅとを有している。そして、上面部４ａと左側面部４ｄが交わる角部及
び上面部４ａと右側面部４ｅが交わる角部には、それぞれ曲率半径の大きな円弧状の面取
り部４ｆ，４ｆが設けられている。
【００１８】
　下ケース５は、バッテリー筐体２の第２の面の一具体例を示す略長方形をなす下面部５
ａと、この下面部５ａの長手方向Ｙの一側から略垂直をなすように連続された第１の面の
一部を構成する正面部５ｂと、下面部５ａの長手方向Ｙの他側から所定の段差をもって連
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続された第３の段差面６ｃを有する背面部５ｃと、下面部５ａの幅方向Ｘの一側から所定
の段差をもって連続された第１の段差面６ａを有する左段差部５ｄと、下面部５ａの幅方
向Ｘの他側から所定の段差をもって連続された第２の段差面６ｂを有する右段差部５ｅと
で構成されている。なお、下ケース５の正面部５ｂと上ケース４の正面部４ｂとによって
バッテリー筐体２の第１の面である正面部が構成されている。
【００１９】
　下ケース５の下面部５ａには、ラベル貼付用の貼付部５ｆが適当な深さに形成されてい
る。図３Ａに示すように、第１の段差面６ａと第２の段差面６ｂは、下面部５ａからの高
さ方向Ｚの長さ（高さ）が略同じ高さＳに設定されている。さらに、第１の段差面６ａと
第２の段差面６ｂの幅方向Ｘの長さ（幅）も、同じく略同じ幅Ｍに設定されている。そし
て、第１の段差面６ａと第２の段差面６ｂは、下面部５ａに対してそれぞれが略平行をな
すように形成されている。
【００２０】
　更に、下ケース５には、図１等に示すように、第２の面である下面部５ａから幅方向Ｘ
の一側に所定の幅Ｎと厚みＴをもって突出するように形成された第１の係合部７と、同じ
く下面部５ａから幅方向Ｘの他側に所定の幅Ｎと厚みＴをもって突出するように形成され
た第２の係合部８が設けられている。第１の係合部７及び第２の係合部８は、左右対称を
なす形状とされており、第１の係合部７及び第２の係合部８の幅（突出量）Ｎは、第１の
段差面６ａ及び第２の段差面６ｂの幅Ｍの略１／２にそれぞれ設定されている。また、第
１の係合部７及び第２の係合部８の厚みＴは、第１の段差面６ａ及び第２の段差面６ｂの
高さＳの１／２若しくはそれ以下にそれぞれ設定されている。
【００２１】
　第１の係合部７は、長手方向Ｙに適宜な間隔をあけて設けた３つの第１係合片７ａ、第
２係合片７ｂ及び第３係合片７ｃを有している。第１係合片７ａは正面部５ｂ側に配置さ
れ、第３係合片７ｃは背面部５ｃ側に配置されていて、その中途部に第２係合片７ｂが配
置されている。そして、第１係合片７ａと第２係合片７ｂとの間に本発明の第１の溝部で
ある第１の開口部１０ａが設けられ、第２係合片７ｂと第３係合片７ｃとの間に本発明の
第２の溝部である第１の開口部１０ｂが設けられている。同様に、第２の係合部８は、長
手方向Ｙに適宜な間隔をあけて設けた３つの第１係合片８ａ、第２係合片８ｂ及び第３係
合片８ｃを有している。第１係合片８ａは正面部５ｂ側に配置され、第３係合片８ｃは背
面部５ｃ側に配置されていて、その中途部に第２係合片８ｂが配置されている。そして、
第１係合片８ａと第２係合片８ｂとの間に本発明の第２の溝部である第３の開口部１０ｃ
が設けられ、第２係合片８ｂと第３係合片８ｃとの間に本発明の第２の溝部である第４の
開口部１０ｄが設けられている。
【００２２】
　更に、図２及び図２Ａ等に示すように、第１の係合部７の第１係合片７ａの背面部５ｃ
側には第１のリブ１１ａが設けられ、第２係合片７ｂの背面部５ｃ側には第２のリブ１１
ｂが設けられ、第３係合片７ｃの背面部５ｃ側には第３のリブ１１ｃが設けられている。
同様に、第２の係合部８の第１係合片８ａの背面部５ｃ側には第１のリブ１２ａが設けら
れ、第２係合片８ｂの背面部５ｃ側には第２のリブ１２ｂが設けられ、第３係合片８ｃの
背面部５ｃ側には第３のリブ１２ｃが設けられている。第１のリブ１１ａ，１２ａ及び第
２のリブ１１ｂ，１２ｂの突出量（幅）Ｐは、第１係合片７ａ，８ａ及び第２係合片７ｂ
、８ｂの突出量（幅）Ｎの略１／２に設定されている。これに対して、第３のリブ１１ｃ
，１２ｃの突出量（幅）は、第３係合片７ｃ，８ｃの突出量（幅）Ｎと略同一に設定され
ている。
【００２３】
　また、下ケース５の正面部５ｂ側には、出力端子３の一部を露出させるための出力端子
用の開口部１４が設けられている。開口部１４は、正面部５ｂから下面部５ａを至る連続
した切欠きとして形成されており、正面部５ｂでは幅方向Ｘの略中央部全体を切欠くよう
に設けられている。更に、下ケース５の開口部１４の幅方向Ｘの両側部には、バッテリー
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装置１の種類を判別するための２つの第１の判別用凹部１５ａ，１５ｂが設けられている
。２つの第１の判別用凹部１５ａ，１５ｂは、バッテリー装置１の形状や電力の容量等の
種類別に特定の形状に形成されている。
【００２４】
　図１及び図２Ｂ等に示すように、第１の段差面６ａには、長手方向Ｙに所定の間隔をあ
けて、バッテリー装置１の種類を判別するための２つの第２の判別用凹部９ａ，９ｂが設
けられている。同様に、第２の段差面６ｂには、長手方向Ｙに所定の間隔をあけて、バッ
テリー装置１の種類を判別するための２つの第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂが設けられ
ている。第２の判別用凹部９ａ，９ｂの第１の段差面６ａからの深さ（高さ）Ｋ及び第３
の判別用凹部１３ａ，１３ｂの第２の段差面６ｂからの深さ（高さ）Ｊは、バッテリー装
置１の形状や電力の容量等の種類別に特定の高さに形成されている。そして、この実施例
では第２の判別用凹部９ａ，９ｂの深さＫ及び第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂの深さを
略対称に形成している。しかしながら、本願発明の第２の判別用凹部９ａ，９ｂの深さＫ
及び第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂの深さＪは、この実施例のものに限定されるもので
はなく、第２の判別用凹部９ａ，９ｂの深さＫと第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂの深さ
Ｊを変えて非対称に形成してもよい。
【００２５】
　この実施例では、第２の判別用凹部９及び第３の判別用凹部１３の数を２つに設定した
。しかしながら、本願発明の第２の判別用凹部９及び第３の判別用凹部１３の数は、この
実施例に限定されるものではなく、例えば、第２の判別用凹部９の数を１つにしたり、第
３の判別用凹部１３を３つにしたりしてもよい。更に、この実施例では、第１の段差面６
ａ及び第２の段差面６ｂのそれぞれに第２の判別用凹部９及び第３の判別用凹部１３を形
成したが、第１の段差面６ａ及び第２の段差面６ｂのどちらか一方に第２の判別用凹部９
又は第３の判別用凹部１３を形成してもよい。この第２の判別用凹部９ａ，９ｂ及び第３
の判別用凹部１３ａ，１３ｂは、本出願の凹部の一具体例を示している。
【００２６】
　下ケース５の開口部１４に装着される出力端子３は、図１及び図３Ａに示すように、下
ケース５の正面部５ｂと同一平面となる正面部１６ａと、この正面部１６ａと略垂直をな
すと共に下ケース５の下面部５ａと同一平面となる下面部１６ｂを少なくとも有するブロ
ック状の端子ホルダ１６を有している。この端子ホルダ１６には、内部に電極が配置され
た複数（本実施例では４つ）の電極用スリット１７ａ，１７ａと、これら複数の電極用ス
リット１７ａの両側に配置された２つの位置決め用スリット１７ｂ，１７ｂが設けられて
いる。この電極用スリット１７ａ及び位置決め用スリット１７ｂは、端子ホルダ１６の角
部において正面部から底面にかけて連続する溝状の切込みとして形成されている。
【００２７】
　端子ホルダ１６の２つの位置決め用スリット１７ｂには、後述する電子機器の装着部に
設けられた接続端子５６の位置決め用突起がそれぞれ係合される。また４つの電極用スリ
ット１７ａには、同じく接続端子５６の電極がそれぞれ係合される。この４つの電極用ス
リット１７ａの内側に、出力端子３の図示しないバッテリー側電極がそれぞれ配置されて
いる。この出力端子３の各バッテリー側電極に、バッテリー筐体２に内蔵されたバッテリ
ーセルが電気的に接続されている。
【００２８】
　このような構成を有する下ケース５で上ケース４の開口部を閉じるように重ね合わせ、
そのように重ね合わせた部分を接合する。この接合方法としては、例えば、接着剤を用い
て接合したり、熱溶着して接合してもよく、また、その他の接合方法を用いることができ
ることは勿論である。これにより、上ケース４と下ケース５が一体化されたバッテリー筐
体２が構成される。そして、このバッテリー筐体２の内部に、１又は２以上の電池セルを
有するバッテリーセルと、ＣＰＵやＲＡＭ及びＲＯＭ、インターフェース等を含むマイク
ロコンピュータを有する制御回路基板等が収納されている。バッテリーセルと制御回路基
板とは、互いに電気的に接続されていると共に、出力端子３とも接続されている。そして
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、出力端子３はバッテリーセルの電力を出力可能に構成されていると共に、外部の電子機
器との間で、バッテリー容量や特性等の情報をデータ通信可能に構成されている。このよ
うにしてバッテリー装置１が構成されている。
【００２９】
　次に、前述したバッテリー装置１を携帯用電源として用いて好適な電子機器に含まれる
撮像装置の第１の実施の例を、図４～図６を参照して説明する。図４～図６に示す装置は
、撮像装置の第１の実施の例として適用したデジタルビデオカメラ２０である。このデジ
タルビデオカメラ２０は、磁気テープを有するテープカセットを情報記憶メディアとして
使用し、光学的な画像を、撮像機構の一具体例を示す撮像素子｛例えば、ＣＣＤ（電荷結
合素子）、ＣＭＯＳイメージセンサ等｝で電気的な信号に変換して、その画像情報を磁気
テープに記録したり、液晶ディスプレイ等の平面パネルからなる表示装置２３に表示でき
るようにしたものである。
【００３０】
　しかしながら、本発明の電子機器の具体例を示す撮像装置に使用される情報記憶媒体と
しては、この実施例で示す磁気テープに限定されるものではない。例えば、ＤＶＤ－Ｒ、
ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＭＯ、ＦＤその他の記録可能な光ディスク、光磁気ディ
スク、磁気ディスク等のディスク状記録媒体を情報記録媒体として用いることもできる。
これらのディスク状記録媒体を使用する電子機器としては、例えば、光ディスクを用いる
場合には、光ディスク式ビデオカメラとして適用することができ、光磁気ディスクを用い
る場合には光磁気ディスク式スチルカメラとして適用可能である。また、磁気ディスクを
用いる場合には、磁気ディスク式電子手帳として実現することができる。
【００３１】
　デジタルビデオカメラ２０は、外観形態を構成する筐体からなるケース本体の一具体例
を示す外装ケース２１と、この外装ケース２１の内部に収納されると共に着脱自在に装着
されるテープカセットの磁気テープを走行駆動して情報信号の記録（書き込み）及び再生
（読み出し）を行うテープドライブ装置と、このテープドライブ装置の駆動制御等を行う
制御回路と、被写体の像を光として取り込んで撮像素子に導くレンズ装置２２と、外装ケ
ース２１に回動自在に取り付けられた表示装置２３等を備えて構成されている。
【００３２】
　図４～図６に示すように、外装ケース２１は中空の筐体からなり、左右方向に対向させ
て配置された駆動装置側パネル２１Ａ及び表示装置側パネル２１Ｂと、両パネルを組み合
わせることによって構成される筐体の前側開口部を閉じるフロントパネル２１Ｃと、その
筐体の後側開口部を閉じるリアパネル２１Ｄにより略直方体に構成されている。この外装
ケース２１は、長手方向Ｙを前後方向に設定すると共に幅方向Ｘに立ち上げたような状態
で使用されている。この外装ケース２１の上部に、レンズ系の撮像レンズである対物レン
ズ２４を正面に露出させた状態でレンズ装置２２が配設されている。
【００３３】
　レンズ装置２２は、そのレンズ系の光軸を水平方向に向けた状態で外装ケース２１に取
り付けられている。図示しないが、外装ケース２１の内部において、レンズ装置２２の後
部に撮像素子が取り付けられている。そして、レンズ装置２２の後方に、そのレンズ装置
２２から入力された被写体の画像を写し出すビューファインダ装置２５が配置されている
。また、外装ケース２１の上部には、ビデオライトや外付けマイクロホン等のアクセサリ
ーが着脱自在に装着されるアクセサリーシューを露出させる開口部が設けられている。ア
クセサリーシューはビューファインダ装置２５の直前に配置されており、通常は、開口部
を開閉するシューキャップ２７によって着脱可能に覆われている。また、フロントパネル
２１Ｃには、フラッシュ装置の発光部２８と、ステレオ方式の内蔵されたマイクロホン２
９が配置されている。
【００３４】
　図４に示すように、表示装置側パネル２１Ｂには、表示装置２３が姿勢変更可能に取り
付けられている。表示装置２３は、図示しない平板状の液晶ディスプレイ等からなる平面
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パネルと、この平面パネルが収納されたパネルケース３１と、このパネルケース３１を表
示装置側パネル２１Ｂに対して姿勢変更可能に支持するパネル支持部３２とから構成され
ている。パネル支持部３２は、垂直軸を回動中心としてパネルケース３１を水平方向に略
９０度回動可能とした水平回動部と、水平軸を回動中心としてパネルケース３１を前後方
向に略１８０度回動可能とした前後回動部とを有している。
【００３５】
　これにより、表示装置２３は、表示装置側パネル２１Ｂの側面に収納した収納状態と、
パネルケース３１を９０度回動させて平面パネルを後方へ対向させた状態と、その状態か
らパネルケース３１を１８０度回動させて平面パネルを前方へ対向させた状態と、それら
の中間位置の状態とを任意に取ることができるようになっている。この表示装置２３の上
方の表示装置側パネル２１Ｂの側面には、複数の操作ボタンからなる本体操作部３３が設
けられている。
【００３６】
　図５に示すように、駆動装置側パネル２１Ａには、テープカセットが着脱可能に装着さ
れるテープデッキを開閉自在に覆うデッキカバー３４が開閉可能に設けられている。テー
プデッキは、装着されたテープカセットを所定位置に搬送すると共に、磁気テープを引き
出してテープドライブ装置の回転ドラム等にローディングした後、その磁気テープを所定
速度で走行させて情報信号の記録（書き込み）及び／又は再生（読み出し）を行う装置で
ある。このテープデッキを覆うデッキカバー３４には、モード選択スイッチを兼ねる電源
スイッチ３５と、静止画の撮影を行うシャッタボタン３６と、所定の範囲内で画像を連続
的に拡大（テレ）又は縮小（ワイド）させるズームボタン３７と、デッキカバー３４のロ
ックとそのロック解除を行う開閉スイッチ３８と、動画撮影を行う録画ボタン３９等が設
けられている。
【００３７】
　電源スイッチ３５は、回動操作によって電源をオン・オフ切り換える機能と、電源をオ
ンした状態で回動操作することにより複数の機能モードを繰り返すように切り換える機能
とを有している。更に、デッキカバー３４にはハンドベルト５１が取り付けられていて、
そのハンドベルト５１にはハンドパッド４２が装着されている。ハンドベルト５１及びハ
ンドパッド４２は、外装ケース２１を握るユーザーの手を支え、デジタルビデオカメラ２
０の取り落とし等を防止するものである。
【００３８】
　図５及び図６に示すように、外装ケース２１の背面には、携帯用電源であるバッテリー
装置１が着脱可能に装着されるバッテリー収納部である装着部４４が設けられている。装
着部４４は、外装ケース２１の背面の略中央より下側に配置されており、外装ケース２１
の背面を構成するリアパネル２１Ｄにおいて後方へ開口するように設けられている。リア
パネル２１Ｄの右側には、駆動装置側パネル２１Ａが設けられている。そして、この駆動
装置側パネル２１Ａには、録画ボタン３９が配置されている。また、リアパネル２１Ｄの
左側には、表示装置側パネル２１Ｂが設けられている。そして、この表示装置側パネル２
１Ｂにはフラッシュ装置の発光ボタン４６とナイトショットの切換スイッチ４７が配置さ
れている。
【００３９】
　図７に示すように、リアパネル２１Ｄは、上下方向に長く形成されたパネル部材からな
り、その一方の面に凹陥部からなる装着部４４が設けられている。装着部４４は、バッテ
リー装置１と略等しい大きさ（正確には、幅方向Ｘ１の長さは略等しいが、長手方向Ｙ１
の長さは、バッテリー装置１の長さに、その長手方向一端の一辺を回動中心としてバッテ
リー装置１を回動させて開口部４５内に収納可能とするための隙間を加えた長さ）を有す
る長方形の開口部４５を備えている。
【００４０】
　開口部４５は、装着部４４の第２の面の一具体例を示す長方形をなす底面部４５ａと、
この底面部４５ａの長手方向Ｙ１の一側に連続され且つ当該底面部４５ａと略垂直をなす
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第１の面の一具体例を示す下面部４５ｂと、底面部４５ａの長手方向Ｙ１の他側に連続さ
れ且つ当該底面部４５ａと略垂直をなす上面部４５ｃと、底面部４５ａの長手方向Ｙ１と
直交する幅方向Ｘ１の一側に連続され且つ当該底面部４５ａと略垂直をなす左側面部４５
ｄと、底面部４５ａの幅方向Ｘ１の他側に連続され且つ当該底面部４５ａと略垂直をなす
右側面部４５ｅとを有している。この開口部４５は、長手方向Ｙ１を上下方向に向けた状
態で設けられている。
【００４１】
　更に、上面部４５ｃには上方に突出する上化粧面部４８が設けられ、その上化粧面部４
８には操作用凸部６６が挿通される挿通穴４８ａが設けられている。また、右側面部４５
ｅの下部から下面部４５ｂに亘る部分には、側方から下方に至る領域において連続して張
り出すように展開された下化粧面部４９が設けられている。そして、下面部４５ｂの略中
央に、後述する接続端子５６が嵌合される嵌合穴５０が設けられている。嵌合穴５０は、
下面部４５ｂから始まって底面部４５ａの中途部まで延在された連続する切欠きとして形
成されている。
【００４２】
　また、開口部４５の底面部４５ａには、後述する第１のフック部６１が貫通される２つ
の第１の貫通穴５１ａ，５１ｂと、第２のフック部６２が通される２つの第２の貫通穴５
２ａ，５２ｂが設けられている。２つの第１の貫通穴５１ａ，５１ｂは、開口部４５の左
側面部４５ｄに沿って設けられていて、下面部４５ｂから所定の間隔をあけて第１の下側
貫通穴５１ａが配置され、その第１の下側貫通穴５１ａから所定の間隔をあけて第１の上
側貫通穴５１ｂが配置されている。２つの第２の貫通穴５２ａ，５２ｂは、開口部４５の
右側面部４５ｅに沿って設けられており、下面部４５ｂから所定の間隔をあけて第２の下
側貫通穴５２ａが配置され、その第２の下側貫通穴５２ａから所定の間隔をあけて第２の
上側貫通穴５２ｂが配置されている。第１の貫通穴５１ａ，５１ｂと第２の貫通穴５２ａ
，５１ｂは、左右対称をなすように設けられている。そして、第１の貫通穴５１ａ，５１
ｂと第２の貫通穴５２ａ，５２ｂは、第１のフック部６１及び第２のフック部６２がそれ
ぞれ上下方向へ所定距離を移動できるように開口部４５の長手方向Ｙ１に延在された長方
形状の穴として形成されている。
【００４３】
　更に、第１の下側貫通穴５１ａは、図９Ａ～図９Ｃに示すように、装着部４４に装着さ
れたバッテリー装置１の第１の係合部７の第１係合片７ａと第２係合片７ｂとの間に設定
された第１の開口部１０ａに対向する位置関係となるように設けられている。同様に、第
２の下側貫通穴５２ａは、バッテリー装置１の第２の係合部８の第１係合片８ａと第２係
合片８ｂとの間に設定された第３の開口部１０ｃに対向する位置関係となるように設けら
れている。また、第１の上側貫通穴５１ｂは、バッテリー装置１の第１の係合部７の第２
係合片７ｂと第３係合片７ｃとの間に設定された第２の開口部１０ｂに対向する位置関係
となるように設けられている。同様に、第２の上側貫通穴５２ｂは、バッテリー装置１の
第２の係合部８の第２係合片８ｂと第３係合片８ｃとの間に設定された第４の開口部１０
ｄに対向する位置関係となるように設けられている。
【００４４】
　また、開口部４５の下端の両角部には、バッテリー装置１を位置決めして係合支持する
２つの突起片５５ａ，５５ｂが設けられている。２つの突起片５５ａ，５５ｂは、底面部
４５ａとの間に所定の間隔をあけて、下面部４５ｂから上方へ突出するように形成されて
いる。バッテリー装置１の装着時、第１の突起片５５ａにはバッテリー装置１の第１の係
合部７の第１係合片７ａが係合され、第２の突起片５５ｂにはバッテリー装置１の第２の
係合部８の第１係合片８ａが係合される。この第１の突起片５５ａと第２の突起片５５ｂ
との間の略中間に、バッテリー装置１の装着時、その出力端子３と着脱可能に接続される
接続端子５６が配置されている。
【００４５】
　接続端子５６は、バッテリー装置１の出力端子３の出力部に対応する形状及び構造を有
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している。即ち、接続端子５６は、出力端子３の電極の数に対応した数の電極であって、
４つの電極用スリット１７ａにそれぞれ挿入可能とされた４つの本体側電極５７と、２つ
の位置決め用スリット１７ｂ，１７ｂにそれぞれ挿入可能とされた２つのガイド片５８と
を有している。４つの本体側電極５７は、装着部４４の幅方向Ｘ１に所定の間隔をあけて
等間隔に配置されており、その外側に所定の間隔をあけて２つのガイド片５８が設けられ
ている。
【００４６】
　図８に示すように、装着部４４を有するリアパネル２１Ｄの背面にはスライド部材６０
が配置され、その背面には支持プレート部材６４が配置されている。スライド部材６０は
、リアパネル２１Ｄに対して、装着部４４の長手方向Ｙ１である上下方向にスライド可能
に支持されている。また、支持プレート部材６４はリアパネル２１Ｄに固定されており、
この支持プレート部材６４によってスライド部材６０の脱落を防止している。そして、ス
ライド部材６０とリアパネル２１Ｄの間には、スライド部材６０を接続端子５６から離れ
る方向に付勢する付勢部材の一具体例を示すコイルばね６５が介在されている。
【００４７】
　スライド部材６０は、開口部４５の底面部４５ａよりも小さい略長方形の板体からなる
ベース部６０ａと、このベース部６０ａの上辺に連続して上方へ突出させて設けた操作部
６０ｂとからなっている。このベース部６０ａの一面に、互いに所定の間隔をあけて第１
のフック部６１と第２のフック部６２が設けられている。第１のフック部６１はベース部
６０ａの幅方向Ｘ１の一側に配置され、第２のフック部６２はベース部６０ａの幅方向Ｘ
１の他側に配置されている。この第１のフック部６１は、操作部６０ｂから離れた側に位
置する第１フック片６１ａと、操作部６０ｂに近い側に位置する第２フック片６１ｂによ
り構成されている。同様に、この第２のフック部６２は、操作部６０ｂから離れた側に位
置する第１フック片６２ａと、操作部６０ｂに近い側に位置する、第２フック片６２ｂに
より構成されている。
【００４８】
　第１のフック部６１の２つのフック片６１ａ，６１ｂはベース部６０ａの長手方向Ｙ１
に直列をなすように配置され、同様に、第２のフック部６２の２つのフック片６２ａ，６
２ｂはベース部６０ａの長手方向Ｙ１に直列をなすように配置されている。そして、４つ
のフック片６１ａ，６１ｂ，６２ａ，６２ｂは、ベース部６０ａの長手方向Ｙ１を基準と
して左右対称をなすように配置されている。また、４つのフック片６１ａ～６２ｂの各先
端には、操作部６０ｂ側に突出する爪部がそれぞれ設けられている。各爪部は、ベース部
６０ａと略平行をなすよう適当な長さに延在されている。これら４つのフック片６１ａ～
６２ｂが、背面側からリアパネル２１Ｄの４つの貫通穴５１ａ，５１ｂ，５２ａ，５２ｂ
にそれぞれ摺動可能に挿通されている。なお、４つのフック片６１ａ～６２ｂの各爪部の
先端の内面及び外面には、バッテリー装置１の第１の係合部７及び第２の係合部８との係
合・離脱を容易にするために適当な大きさを有する傾斜面を設けることが好ましい。
【００４９】
　更に、４つのフック片６１ａ～６２ｂの各爪部には、バッテリー装置１の第２の判別用
凹部９ａ，９ｂ及び第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂにそれぞれ挿入される第１の判別用
凸部５３ａ，５３ｂ及び第２の判別用凸部５４ａ，５４ｂが設けられている。４つの判別
用凸部５３ａ～５４ｂは、各爪部の外面にベース部６０ａから離れる方向へ突出して形成
されている。この４つの判別用凸部５３ａ～５４ｂは、装着部４４に装着可能な第１のバ
ッテリー装置１とそうでない第２のバッテリー装置を判別する役割を有しており、第１の
バッテリー装置１は装着可能であるが、外形が略同一であって第２の判別用凹部９ａ，９
ｂ及び第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂを有していない第２のバッテリー装置は装着でき
ないようになっている。
【００５０】
　このような機能を確保するため、第１の判別用凸部５３ａを有する第１のフック部６１
の第１フック片６１ａは図９Ａ～図９Ｃに示すように、装着部４４に装着されたバッテリ
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ー装置１の第１の係合部７の第２係合片７ｂに係合でき且つ第２の判別用凹部９ａに挿入
することができる位置関係に設けられている。同様に、第１の判別用凸部５３ｂを有する
第１のフック部６１の第２フック片６１ｂは、バッテリー装置１の第１の係合部７の第３
係合片７ｃに係合でき且つ第２の判別用凹部９ｂに挿入することがきる位置関係に設けら
れている。そして、第２の判別用凸部５４ａを有する第２のフック部６２の第１フック片
６２ａは、バッテリー装置１の第２の係合部８の第２係合片８ｂに係合でき且つ第３の判
別用凹部１３ａに挿入することができる位置関係に設けられている。同様に、第２の判別
用凸部５４ｂを有する第２のフック部６２の第２フック片６２ｂ、バッテリー装置１の第
２の係合部８の第３係合片８ｃに係合でき且つ第３の判別用凹部１３ｂに挿入することが
できる位置関係に設けられている。そして、第１の判別用凸部５３ａ～５４ｂは、本出願
の凸部の一具体例を示している。
【００５１】
　この４つのフック片６１ａ～６２ｂが４つの貫通穴５１ａ，５１ｂ，５２ａ，５２ｂに
挿通されている状態を、図７に示している。この挿通状態では、スライド部材６０の操作
部６０ｂに設けた操作用凸部６６が、リアパネル２１Ｄの上化粧面部４８に設けた挿通穴
４８ａに摺動可能に挿通され、これにより操作用凸部６６の先端が背面側に突出されてい
る。操作用凸部６６は、４つのフック片６１ａ～６２ｂと同方向に略同じ高さで突出され
ている。また、スライド部材６０のベース部６０ａには、コイルばね６５を収容するため
の長穴６７と、他の部品との干渉を避けるための開口窓６８とが設けられている。
【００５２】
　ベース部６０ａの長穴６７の長手方向Ｙ１の一側には、コイルばね６５の一端が着座さ
れるスライド側のばね受け片６９が設けられている。この長穴６７の長手方向Ｙ１の他側
には、ばね受け片６９と対向するように設けたリアパネル２１Ｄ側のばね受け部７１が挿
入される。ばね受け部７１は、リアパネル２１Ｄの背面に設けられており、このばね受け
部７１とばね受け片６９との間にコイルばね６５が圧縮された状態で介在されている。こ
のコイルばね６５の弾性力によりスライド部材６０は、接続端子５６から離れる方向に常
に付勢されている。
【００５３】
　支持プレート部材６４は、リアパネル２１Ｄとの間でスライド部材６０を摺動可能に支
持し、コイルばね６５の脱落を防止する機能を有する。この支持プレート部材６４は、リ
アパネル２１Ｄよりは小さいが、スライド部材６０よりは大きく形成されており、固定ね
じによってリアパネル２１Ｄに締結固定されている。この支持プレート部材６４には、複
数の取付ブラケット６４ａや固定部６４ｂが設けられている。
【００５４】
　このような構成を有する装着部４４は、例えば、次のようにして組み立てることができ
る。まず、図８に示すように、リアパネル２１Ｄの背面にスライド部材６０を臨ませると
共に、このスライド部材６０を挟むように、その背面に支持プレート部材６４を配置する
。そして、スライド部材６０のベース部６０ａの一面に突出させた４つのフック片６１ａ
，６１ｂ，６２ａ，６２ｂを、リアパネル２１Ｄの開口部４５内に設けた４つの貫通穴５
１ａ，５１ｂ，５２ａ，５２ｂに背面から挿通して貫通させる。これにより、４つのフッ
ク片６１ａ～６２ｂの先部がそれぞれ開口部４５内に突出され、各爪部の内面と開口部４
５の底面部４５ａとの間に所定の隙間が設定される。
【００５５】
　これと同時に、スライド部材６０の操作部６０ｂの先部に設けた操作用凸部６６を、リ
アパネル２１Ｄの開口部４５の上側に突出した上化粧面部４８に設けた挿通穴４８ａに挿
通して貫通させる。次に、リアパネル２１Ｄのばね受け部７１とスライド部材６０のばね
受け片６９との間にコイルばね６５を介在させる。その後、支持プレート部材６４をスラ
イド部材６０に重ね合わせ、固定ねじで支持プレート部材６４をリアパネル２１Ｄに締付
固定する。これにより、支持プレート部材６４とリアパネル２１Ｄとの間にスライド部材
６０が摺動可能に支持される。そして、スライド部材６０は、コイルばね６５の弾性力に
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より、常に接続端子５６から離れる方向に付勢される。これにより、装着部４４の組立が
完了し、リアパネル２１Ｄの組み立てが可能となる。
【００５６】
　このようにして構成される装着部４４に対するバッテリー装置１の着脱作業は、例えば
、次のようにして行うことができる。図９Ａは、装着部４４を正面から見たリアパネル２
１Ｄの説明図であり、図９Ｂは、バッテリー装置１の挿入開始時の状態、図９Ｃは、バッ
テリー装置１の挿入完了時のロック状態をそれぞれ示す説明図である。なお、図９Ｂ及び
図９Ｃにおいて、第２の係合部８の３つの係合片８ａ，８ｂ，８ｃと第２のフック部６２
の２つのフック片６２ａ，６２ｂ及び第２の突起片５５ｂとの係合関係は、左右対称に構
成された第１の係合部７の３つの係合片７ａ，７ｂ，７ｃと第１のフック部６１の２つの
フック片６１ａ，６１ｂ及び第１の突起片５５ａとの係合関係と同一であるため、ここで
は第１の係合部７等からなる一方の組（第１の係合部７等）の動作について説明し、他方
の組（第２の係合部８等）の動作の説明は省略する。
【００５７】
　まず、バッテリー装置１を装着部４４に装着する場合について説明する。この場合は、
図９Ｂに示すように、装着部４４の開口部４５の下辺にバッテリー装置１の出力端子３側
の正面部を臨ませる。そして、バッテリー装置１の第１の面の幅方向Ｘの両側に設けた第
１の係合部７の第１係合片７ａ及び第２の係合部８の第１係合片８ａを、開口部４５の下
辺の両角部に設けた第１の突起片５５ａ及び第２の突起片５５ｂにそれぞれ引っ掛けるよ
うに係合させる。このような係合状態において、２つの突起片５５ａ，５５ｂとの接触部
位を回動中心として、バッテリー装置１を装着部４４に近づけるように回動する。
【００５８】
　これにより、バッテリー装置１の第２係合片７ｂが第１フック片６１ａに近づき、第３
係合片７ｃが第２フック片６１ｂに接近し、第２係合片７ｂが第１フック片６１ａに接触
する。この状態から、更にバッテリー装置１を回動させて開口部４５内に押し込むように
することにより、コイルばね６５の弾性力に抗して、第２係合片７ｂが第１フック片６１
ａを接続端子５６側に押圧して移動させる。そして、第２係合片７ｂが第１フック片６１
ａを乗り越えると、次に、第３係合片７ｃが第２フック片６１ｂに接触する。そして、第
３係合片７ｃが第２フック片６１ｂを乗り越えると、バッテリー装置１が開口部４５内に
完全に挿入され、バッテリー装置１の第２の面である下面部５ａが装着部４４の第２の面
である底面部４５ａに接触される。
【００５９】
　その結果、バッテリー装置１の出力端子３が装着部４４の接続端子５６に接続される。
これにより、バッテリー装置１とデジタルビデオカメラ２０が電気的に接続され、バッテ
リー装置１の電力が出力端子３から接続端子５６を経てデジタルビデオカメラ２０に供給
される。これにより、デジタルビデオカメラ２０の操作が可能となり、被写体を撮影して
記録媒体を記録したり、記録媒体に記録されている撮影情報を表示装置２３で見たりする
等の各種の操作を行うことができる。
【００６０】
　この場合、バッテリー装置１の第１の段差面６ａに設けた第２の判別用凹部９ａには、
第１のフック部６１の第１フック片６１ａに設けた第１の判別用凸部５３ａが挿入される
。同様に、バッテリー装置１の第２の段差面６ｂに設けた第３の判別用凹部１３ａには、
第２のフック部６２の第１フック片６２ａに設けた第２の判別用凸部５４ａが挿入される
。そして、バッテリー装置１の第１の段差面６ａに設けた第２の判別用凹部９ｂには、第
１のフック部６１の第２フック片６１ｂに設けた第１の判別用凸部５３ｂが挿入される。
同様に、バッテリー装置１の第２の段差面６ｂに設けた第３の判別用凹部１３ｂには、第
２のフック部６２の第２フック片６２ｂに設けた第２の判別用凸部５４ｂが挿入される。
【００６１】
　これにより、第１フック片６１ａと第２フック片６１ｂがフリーな状態になるため、コ
イルばね６５の弾性力によってスライド部材６０が接続端子５６から離れる方向にスライ
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ドする。その結果、図９Ｃに示すように、第１フック片６１ａが第２係合片７ｂに係合さ
れ、第２フック片６１ｂが第３係合片７ｃに係合される。同様に、第２のフック部６２で
は、第１フック片６２ａが第２係合片８ｂに係合され、第２フック片６２ｂが第３係合片
８ｃに係合される。これにより、４つの係合片７ｂ，７ｃ，８ｂ，８ｃに係合する４つの
フック片６１ａ，６１ｂ，６２ａ，６２ｂによってバッテリー装置１がロックされ、装着
部４４に固定される。
【００６２】
　これに対して、装着部４４に装着しようとするバッテリー装置が、第１の段差面６ａ及
び第２の段差面６ｂに、装着部４４の第１の判別用凸部５３ａ，５３ｂ及び第２の判別用
凸部５４ａ，５４ｂに対応した、第２の判別用凹部９ａ，９ｂ及び第３の判別用凹部１３
ａ，１３ｂを有していない場合には、そのバッテリー装置を装着部４４に装着することは
不可能である。
【００６３】
　かくして、バッテリー装置１に第２の判別用凹部９ａ，９ｂ及び第３の判別用凹部１３
ａ，１３ｂを設け、更に装着部４４にこれらに対応する第１の判別用凸部５３ａ，５３ｂ
及び第２の判別用凸部５４ａ，５４ｂを設けている。これにより、バッテリー装置の種類
が更に増えても、バッテリー装置１の第１の判別用凹部１５ａ，１５ｂの形状を更に複雑
に形成することなく、簡単な構成によりバッテリー装置の種類を判別することができる。
【００６４】
　この装着部４４に装着されたバッテリー装置１を取り出す場合には、図９Ｃに示すよう
に、操作用凸部６６を、ユーザーが手動操作によって開放側へ操作する。即ち、この実施
例においては、ユーザーが操作用凸部６６を押圧操作して、コイルばね６５の弾性力に抗
して、スライド部材６０を接続端子５６側にスライドさせる。そして、４つのフック片６
１ａ，６１ｂ，６２ａ，６２ｂが４つの係合片７ｂ，７ｃ，８ｂ，８ｃから離脱するとこ
ろまでスライド部材６０を移動させることにより、バッテリー装置１の取り出しが可能と
なる。そこで、バッテリー装置１の出力端子３と反対側の端部を引き起こし、２つの突起
片５５ａ，５５ｂに係合されている２つの第１係合片７ａ，８ａを中心にバッテリー装置
１を回動させることにより、バッテリー装置１を装着部４４から取り出すことができる。
【００６５】
　図１０及び図１１Ａは、本発明の電子機器に係る装着部の第２の実施例を示すものであ
る。この装着部７４と前記第１の実施例に係る装着部４４と異なるところは、第１のフッ
ク部８１及び第２のフック部８２を、リアパネル７３の開口部７５に固定して設けると共
に、装着部７４の所定の位置に装着されたバッテリー装置１の移動を制限するストッパ部
材７７を設けた点である。その他の構成は前記第１の実施例と同一であるため、同一部分
には同一の符号を付して重複した説明を省略し、異なる構成部分を重点的に説明する。
【００６６】
　リアパネル７３の開口部７５は、略長方形をなす装着部７４の第２の面である底面部７
５ａと、この底面部７５ａの長手方向Ｙ１の一側に連続され且つ当該底面部７５ａと略垂
直をなす第１の面である下面部７５ｂと、底面部７５ａの長手方向Ｙ１と直交する幅方向
Ｘ１の一側に連続され且つ当該底面部７５ａと略垂直をなす左側面部７５ｄと、底面部７
５ａの幅方向Ｘ１の他側に連続され且つ当該底面部７５ａと略垂直をなす右側面部７５ｅ
とを有している。この底面部７５ａと下面部７５ｂと左側面部７５ｄ及び右側面部７５ｅ
によって装着部７４のための開口部７５が構成されている。この開口部７５は、長手方向
Ｙ１を上下方向に向けた状態でリアパネル７３に設けられている。
【００６７】
　第１のフック部８１は、接続端子５６側に位置する第１フック片８１ａと、この第１フ
ック片８１ａとの間に長手方向Ｙ１に所定の間隔をあけて配置された第２フック片８１ｂ
を有している。第１フック片８１ａは、リアパネル７３の左側面部７５ｄから内側へ突出
するように一体に形成されている。この第１フック片８１ａの接続端子５６側に、第１の
突起片５５ａが設けられている。同様の、第２のフック部８２は、接続端子５６側に位置



(16) JP 2012-134168 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

する第１フック片８２ａと、この第１フック片８２ａとの間に長手方向Ｙ１に所定の間隔
をあけて配置された第２フック片８２ｂを有している。第１フック片８２ａは、リアパネ
ル７３の右側面部７５ｅから内側へ突出するように一体に形成されている。この第１フッ
ク片８２ａの接続端子５６側に、第２の突起片５５ｂが設けられている。
【００６８】
　第１のフック部８１の第２フック片８１ｂは、開口部７５の底面部７５ａから左側面部
７５ｄに連続して一体に形成されている。また、第２のフック部８２の第２フック片８２
ｂは、開口部７５の底面部７５ａから右側面部７５ｅに連続して一体に形成されている。
これら４つのフック片８１ａ，８１ｂ，８２ａ，８２ｂと左右の突起片５５ａ，５５ｂに
関連して底面部７５ａには、金型を用いて射出成形するための鋳抜き用の穴７８がそれぞ
れ設けられている。そして、第２の突起片５５ｂと接続端子５６用の嵌合穴５０との間に
は、バッテリー装置１の種類を判別するための判別用突起部７９が設けられている。
【００６９】
　また、４つのフック片８１ａ～８２ｂの各爪部には、前記第１の実施例と同様にバッテ
リー装置１の第２の判別用凹部９ａ，９ｂ及び第３の判別用凹部１３ａ，１３ｂにそれぞ
れ挿入される判別用凸部５３ａ，５３ｂ，５４ａ，５４ｂが設けられている。４つの判別
用凸部５３ａ～５４ｂは、各爪部の外面に底面部７５ａから離れる方向へ突出して形成さ
れている。
【００７０】
　ストッパ部材７７は、装着部７４の下面部７５ｂと反対側で右側面部７５ｅに接触する
ように配置されている。このストッパ部材７７は、装着部７４に装着されたバッテリー装
置１の上部に突出して当該バッテリー装置１の長手方向Ｙ１上方への移動を規制するスト
ッパ部７７ａと、このストッパ部７７ａに連続すると共に開口部７５の前方に突出される
操作部７７ｂとから構成されている。このストッパ部材７７は、図示しない弾性部材によ
って常に前方へ突出するように付勢されており、このときストッパ部７７ａがバッテリー
装置１の上方に突出され、バッテリー装置１の移動を阻止して装着部７４からの抜け出し
を防止している。また、弾性部材の弾性力に抗して操作部７７ｂを押圧してストッパ部７
７ａを後退させることにより、ストッパ部７７ａの表面が底面部７５ａと同一面に押し下
げられる。これにより、バッテリー装置１の長手方向Ｙ１への移動が可能となる。
【００７１】
　このような構成を有する装着部７４に対する本発明の第１の実施例に係るバッテリー装
置１の着脱作業は、例えば、次のようにして行うことができる。図１１Ａは、装着部４４
を正面から見たリアパネル７３の説明図であり、図１１Ｂは、バッテリー装置１の挿入開
始時の状態、図１１Ｃは、バッテリー装置１の挿入完了時のロック状態をそれぞれ示す説
明図である。なお、図１１Ｂ及び図１１Ｃにおいて、第２の係合部８の３つの係合片８ａ
，８ｂ，８ｃと第２のフック部８２の２つのフック片８２ａ，８２ｂ及び第２の突起片５
５ｂとの係合関係は、左右対称に構成された第１の係合部７の３つの係合片７ａ，７ｂ，
７ｃと第１のフック部８１の２つのフック片８１ａ，８１ｂ及び第１の突起片５５ａとの
係合関係と同一であるため、ここでは第１の係合部７等からなる一方の組（第１の係合部
７等）の動作について説明し、他方の組（第２の係合部８等）の動作の説明は省略する。
【００７２】
　まず、バッテリー装置１を装着部７４に装着する場合について説明する。この場合は、
図１１Ｂに示すように、装着部７４の開口部７５の上側（接続端子５６の反対側）におい
て、底面部７５ａにバッテリー装置１の下面部５ａを略平行にして臨ませる。そして、バ
ッテリー装置１を、ストッパ部材７７の付勢力に抗して押し込み、第１の係合部７の第１
係合片７ａと第２係合片７ｂとの間の第１の開口部１０ａに第１のフック部８１の第１フ
ック片８１ａを挿入する。同時に、第１の係合部７の第２係合片７ｂと第３係合片７ｃと
の間の第２の開口部１０ｂに第１のフック部８１の第２フック片８１ｂを挿入する。これ
により、バッテリー装置１の第２の面である下面部５ａが装着部７４の第２の面である底
面部７５ａに接触される。
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【００７３】
　この場合、前記実施例と同様にバッテリー装置１の第１の段差面６ａに設けた第２の判
別用凹部９ａには、第１のフック部８１の第１フック片８１ａに設けた第１の判別用凸部
５３ａが挿入される。同様に、バッテリー装置１の第２の段差面６ｂに設けた第３の判別
用凹部１３ａには、第２のフック部８２の第１フック片８２ａに設けた第２の判別用凸部
５４ａが挿入される。そして、バッテリー装置１の第１の段差面６ａに設けた第２の判別
用凹部９ｂには、第１のフック部８１の第２フック片８１ｂに設けた第１の判別用凸部５
３ｂが挿入される。同様に、バッテリー装置１の第２の段差面６ｂに設けた第３の判別用
凹部１３ｂには、第２のフック部８２の第２フック片８２ｂに設けた第２の判別用凸部５
４ｂが挿入される。
【００７４】
　次いで、バッテリー装置１を接続端子５６側にスライドさせる。これにより、図１１Ｃ
に示すように、第１のフック部８１では、第２係合片７ｂが第１フック片８１ａに係合さ
れ、第３係合片７ｃが第２フック片８１ｂに係合される。同様に、第２のフック部８２で
は、第２係合片８ｂが第１フック片８２ａに係合され、第３係合片８ｃが第２フック片８
２ｂに係合される。これにより、４つの係合片７ｂ，７ｃ，８ｂ，８ｃに係合する４つの
フック片８１ａ，８１ｂ，８２ａ，８２ｂによってバッテリー装置１がロックされる。こ
れと同時に、ストッパ部材７７が外側に付勢されることにより、ストッパ部７７ａがバッ
テリー装置１の上方に突出され、ストッパ部７７ａがバッテリー装置１の第３の段差面６
ｃと接触する。これにより、バッテリー装置１の長手方向Ｙ１への移動が阻止され、バッ
テリー装置１の装着部７４からの抜け出しが防止される。
【００７５】
　このとき、バッテリー装置１の出力端子３が装着部７４の接続端子５６に接続される。
これにより、バッテリー装置１とデジタルビデオカメラ２０が電気的に接続され、バッテ
リー装置１の電力が出力端子３から接続端子５６を経てデジタルビデオカメラ２０に供給
される。これにより、デジタルビデオカメラ２０の操作が可能となり、被写体を撮影して
記録媒体を記録したり、記録媒体に記録されている撮影情報を表示装置２３で見たりする
等の各種の操作を行うことができる。
【００７６】
　また、装着部７４に装着しようとするバッテリー装置が、第１の段差面６ａ及び第２の
段差面６ｂに、装着部７４の第１の判別用凸部５３ａ，５３ｂ及び第２の判別用凸部５４
ａ，５４ｂに対応した、第２の判別用凹部９ａ，９ｂ及び第３の判別用凹部１３ａ，１３
ｂを有していない場合には、そのバッテリー装置を装着部７４に装着することは不可能で
ある。
【００７７】
　かくして、この実施例の装着部７４は、従来の判別用突起部７９に加えて、第１の判別
用凸部５３ａ，５３ｂ及び第２の判別用凸部５４ａ，５４ｂを設けている。従って、バッ
テリー装置の種類が更に増えても、判別用突起部７９の形状を複雑にすることなく、簡単
な構成によりバッテリー装置の種類を判別することができる。また、バッテリー装置１は
、第１の実施例の装着部４４だけでなく、装着構造の異なる第２の実施例の装着部７４に
対しても装着することができる。
【００７８】
　次に、装着部７４に装着されたバッテリー装置１を取り出す場合には、図１１Ｃに示す
ように、操作部７７ｂを、ユーザーが手動操作によって開放側へ操作する。即ち、この実
施例においては、ユーザーが操作部７７ｂを押圧操作して、弾性体の付勢力に抗してスト
ッパ部材７７のストッパ部７７ａの表面を底面部７５ａと同一面まで押し下げる。この状
態から、バッテリー装置１を、４つの係合片７ｂ，７ｃ，８ｂ，８ｃが４つのフック片８
１ａ，８１ｂ，８２ａ，８２ｂから離脱するところまでスライドさせる。これにより、４
つの係合片７ｂ，７ｃ，８ｂ，８ｃと４つのフック片８１ａ，８１ｂ，８２ａ，８２ｂに
よる係合状態が解除され、バッテリー装置１の取出しが可能となる。このとき、バッテリ
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ー装置１の出力端子３が接続端子５６から引き剥がされ、バッテリー装置１とデジタルビ
デオカメラ２０との電気的接続が解除される。そこで、バッテリー装置１を開口部７５か
ら引き離す方向へ引き抜くことにより、バッテリー装置１を取り出すことができる。
【００７９】
　図１２及び図１３は、本発明のバッテリー装置の第２の実施例を示すものである。この
第２の実施例に係るバッテリー装置１Ａと前記第１の実施例に係るバッテリー装置１が異
なるところは、第２の判別用凹部９Ａを、第１の段差面６ａＡの角部を出力端子３側の一
端から長手方向Ｙに沿って所定の長さＲをもって面取りして設け、同様に、第３の判別用
凹部１３Ａを、第２の段差面６ｂＡの角部を出力端子３側の一端から長手方向Ｙに沿って
所定の長さＲをもって面取りして設けた点である。その他の構成は、前記第１の実施例に
係るバッテリー装置１と同様である。
【００８０】
　この実施例では、下部面取り部を示す第２の判別用凹部９Ａ及び第３の判別用凹部１３
Ａの長手方向Ｙの長さＲは、出力端子３側の一端から第３のリブ１１ｃ，１２ｃが位置す
るまでの長さと略同一若しくはそれ以下に設定されている。しかしながら、本願発明の第
２の判別用凹部９Ａ及び第３の判別用凹部１３Ａの長さＲは、この実施例のものに限定さ
れるものではなく、バッテリー装置の種類に応じて種々に変更してもよい。例えば、第２
の判別用凹部９Ａ及び第３の判別用凹部１３Ａの長手方向Ｙにおける長さＲを変えて非対
称に形成してもよい。また、第１の段差面６ａＡ及び第２の段差面６ｂＡのどちらか一方
に第２の判別用凹部９Ａ又は第３の判別用凹部１３Ａを形成してもよい。更に、第１の段
差面６ａＡ及び第２の段差面６ｂＡの角部の面取りの深さを種々に変更してもよい。
【００８１】
　図１４及び図１５は、前述した第２の実施例に係るバッテリー装置１Ａに対応した、本
発明の電子機器に係る装着部の第３の実施例を示すものである。この装着部７４Ａと前記
第２の実施例に係る装着部７４と異なるところは、第１のフック部８１Ａ及び第２のフッ
ク部８２Ａの各爪部に設けた第１の判別用凸部５３ａＡ，５３ｂＡ及び第２の判別用凸部
５４ａＡ，５４ｂＡの形状を、バッテリー装置１Ａの第２の判別用凹部９Ａ及び第３の判
別用凹部１３Ａの形状に対応して形成した点である。その他の構成は、前記第２の実施例
に係る装着部７４と同様である。
【００８２】
　この実施例では、図１４及び図１５に示すように、第１のフック部８１Ａの第１フック
片８１ａＡ及び第２フック片８１ｂＡの側面には、バッテリー装置１Ａの第２の判別用凹
部９Ａの傾斜角度に対応した傾斜面を設けている。そして、第１の判別用凸部５３ａＡ，
５３ｂＡの側面には、第１のフック部８１Ａの側面の傾斜面に連続して一体に形成された
傾斜面を設けている。同様に、第２のフック部８２Ａの第１フック片８２ａＡ及び第２フ
ック片８２ｂＡの側面には、バッテリー装置１Ａの第３の判別用凹部１３Ａの傾斜角度に
対応した傾斜面を設けている。そして、第２の判別用凸部５４ａＡ，５４ｂＡの側面には
、第２のフック部８２Ａの側面の傾斜面に連続して一体に形成された傾斜面を設けている
。
【００８３】
　また、図１６は、前述した第２の実施例に係るバッテリー装置１Ａに対応した本発明の
電子機器に係る装着部の第４の実施例を示すものである。この実施例に係る装着部１０４
は、中空のバッテリーホルダー１０３から構成されている。
【００８４】
　装着部１０４は、略長方形をなす装着部１０４の第２の面である底面部１０５ａと、こ
の底面部１０５ａの長手方向Ｙ２の一側に連続され且つ当該底面部１０５ａと略垂直をな
す第１の面を有する下面部１０５ｂと、下面部１０５ｂと対向し且つ当該下面部１０５ｂ
と同一形状に開口された開口面１０５ｃと、底面部１０５ａの長手方向Ｙ２と直交する幅
方向Ｘ２の一側から所定の段差をもって連続された左段差面１０７ａを有し且つ当該底面
部１０５ａと略垂直をなす左側面部１０５ｄと、底面部１０５ａの幅方向Ｘ２の他側に所
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定の段差をもって連続された右段差面１０７ｂを有し且つ当該底面部１０５ａと略垂直を
なす右側面部１０５ｅと、底面部１０５ａと対向し且つ下面部１０５ｂと略垂直をなすよ
うに連続された正面部１０５ｆとを有している。そして、正面部１０５ｆの左側面部１０
５ｄが交わる角部及び正面部１０５ｆの右側面部１０５ｅが交わる角部は、それぞれ曲率
半径の大きな円弧状に形成されている。更に、この底面部１０５ａ、下面部１０５ｂ、開
口面１０５ｃ、左側面部１０５ｄ、右側面部１０５ｅ及び正面部１０５ｆによって装着部
１０４が構成されている。この装着部１０４は、長手方向Ｙ２を上下方向に向けた状態で
バッテリーホルダー１０３内に設けられている。
【００８５】
　左段差面１０７ａと右段差面１０７ｂは、底面部１０５ａからの高さ方向Ｚ２の長さ（
高さ）がバッテリー装置１Ａの第１の段差面６ａＡ及び第２の段差面６ｂＡと略同じ高さ
に設定されている。更に、左段差面１０７ａと右段差面１０７ｂは、底面部１０５ａに対
してそれぞれが略平行をなすように形成されている。更に、図１６等に示すように、装着
部１０４は、底面部１０５ａの幅方向Ｘ２の一側と左段差面１０７ａの幅方向Ｘ２の一側
を接続し且つ底面部１０５ａと左段差面１０７ａと略垂直をなす左接続面１０６ａと、底
面部１０５ａの幅方向Ｘ２の他側と右段差面１０７ｂの幅方向Ｘ２の一側を接続し且つ底
面部１０５ａと右段差面１０７ｂと略垂直をなす右接続面１０６ｂとを設けている。
【００８６】
　左接続面１０６ａは、下面部１０５ｂ側の一端から長手方向Ｙ２に所定の長さをもって
連続して形成された第１のフック部１１１を設けている。そして、この第１のフック部１
１１は、左接続面１０６ａから内側へ所定の幅と厚みとをもって突出するように一体に形
成されている。同様に、右接続面１０６ｂは、下面部１０５ｂ側の一端から長手方向Ｙ２
に所定の長さをもって連続して形成された第２のフック部１１２を設けている。そして、
この第２のフック部１１２は、右接続面１０６ｂから内側へ所定の幅と厚みをもって突出
するように一体に形成されている。
【００８７】
　また、左段差面１０７ａと左側面部１０５ｄが交わる角部には、下面部１０５ｂ側の一
端から長手方向Ｙ２に所定の長さをもって連続して一体に形成された第１の判別用凸部１
１３を設けている。この第１の判別用凸部１１３は、左段差面１０７ａと左側面部１０５
ｄを所定の傾斜角度で接続するように形成されている。同様に、右段差面１０７ｂと右側
面部１０５ｅが交わる角部には、下面部１０５ｂ側の一端から長手方向Ｙ２に所定の長さ
をもって連続して一体に形成された第２の判別用凸部１１４を設けている。この第２の判
別用凸部１１４は、右段差面１０７ｂと右側面部１０５ｅを所定の傾斜角度で接続するよ
うに形成されている。
【００８８】
　このような構成を有する装着部１０４に対するバッテリー装置１Ａの着脱作業は、例え
ば、次のようにして行うことができる。まず、バッテリー装置１Ａを装着部１０４に装着
する場合について説明する。この場合は、装着部１０４の上側において、バッテリー装置
１Ａの第１の面である正面部５ｂを装着部１０４の開口面１０５ｃに向けて臨ませる。そ
して、バッテリー装置１Ａの第１の係合部７を第１のフック部１１１に係合させ、同様に
、バッテリー装置１Ａの第２の係合部８を第２のフック部１１２に係合させる。次いで、
第１のフック部１１１及び第２のフック部１１２に沿って、バッテリー装置１Ａを出力端
子３と接続端子５６が係合されるまで装着部１０４に挿入する。
【００８９】
　これにより、第１のフック部１１１と、バッテリー装置１Ａの第１の係合部７の第１係
合片７ａ，第２係合片７ｂ，第３係合片７ｃが係合される。同様に、第２のフック部１１
２と、バッテリー装置１Ａの第２の係合部８の第１係合片８ａ，第２係合片８ｂ，第３係
合片８ｃが係合される。これにより、バッテリー装置１Ａの高さ方向Ｚ２への移動を阻止
することができる。また、図１７に示すように、この実施例によれば、高さ方向Ｚ２の寸
法がバッテリー装置１Ａよりも長い装着部１０４Ａに収納することができる。
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【００９０】
　また、バッテリー装置１Ａの出力端子３から最も遠い位置にある第３のリブ１１ｃ，１
２ｃの突出量（幅）は、第３係合片７ｃ，８ｃの突出量（幅）Ｎと略同一に設定されてい
る。これにより、バッテリー装置１Ａを背面部から装着部１０４に挿入した場合、第３の
リブ１１ｃ，１２ｃが第１のフック部１１１及び第２のフック部１１２に当接する。よっ
て、ユーザーは、バッテリー装置１Ａの挿入向きが誤ったことを瞬時に判断できる。
【００９１】
　次に、装着部１０４に装着されたバッテリー装置１Ａを取り出す場合には、ユーザーが
、装着部１０４から露出しているバッテリー装置１Ａの一部を掴み上方へ引き抜くことに
より、バッテリー装置１Ａを取り出すことができる。また、図示しないバッテリー装置取
り出し部により、バッテリー装置１Ａを装着部１０４から押し出すことによって取り出し
てもよい。
【００９２】
　このような構成を有するバッテリー装置１Ａによっても、前述した第１の実施例に係る
バッテリー装置１と同様の効果を得ることができる。即ち、バッテリー装置の種類が更に
増えても、バッテリー装置１の第１の判別用凹部１５ａ，１５ｂの形状を更に複雑にする
ことなく、簡単な構成によりバッテリー装置の種類を判別することができる。また、バッ
テリー装置１Ａは、装着構造の異なる装着部に対しても装着することができ、バッテリー
装置の有効利用を図ることができる。
【００９３】
　以上説明したように、本発明のバッテリー装置、電子機器及びバッテリーシステムによ
れば、バッテリー装置及び電子機器が異なった取り付け構造を有する場合にも、バッテリ
ー装置の種類の判別を行うことができ、１つのバッテリー装置を複数の電子機器に用いた
り、これとは逆に、１つのバッテリー装置を１つの電子機器に専用部品として用いたりす
ることができる。これにより、バッテリー装置の誤使用を防止することができ、所定のバ
ッテリー装置を所定の電子機器に用いて、安全性の向上を図ることができる。また、凸部
の長さ、幅、位置を変えることにより、複数段階の種類判別を行うことができる。
【００９４】
　尚、本発明は前述しかつ図面に示した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨
を逸脱しない範囲内で種々の変形実施が可能である。例えば、前記実施例では、撮像装置
の具体例としてデジタルビデオカメラに適用した例について説明したが、アナログビデオ
カメラに適用できることは勿論のこと、電子スチルカメラ、パーソナルコンピュータ、電
子辞書、ＤＶＤプレーヤ、カーナビゲーションその他各種の電子機器に適用できるもので
ある。また、前記実施例においては、バッテリー装置には６つの係合片を設け、装着部に
は４つのフック片又は２つのフック部を設けた例について説明したが、係合片、フック片
及びフック部の数は、これらに限定されるものではないことは勿論である。
【符号の説明】
【００９５】
　１，１Ａ…バッテリー装置、　２…バッテリー筐体、　３…出力端子、　４…上ケース
、５…下ケース、　５ａ…下面部（第２の面）、　５ｂ…正面部（第１の面）、　６ａ，
６ａＡ，６ｂ，６ｂＡ，６ｃ…段差面、　７…第１の係合部、　８…第２の係合部、　７
ａ，８ａ…第１係合片、　７ｂ，８ｂ…第２係合片、　７ｃ，８ｃ…第３係合片、　９，
９Ａ…第２の判別用凹部（凹部、下部面取り部）、　１３，１３Ａ…第３の判別用凹部（
凹部、下部面取り部）、　２０…デジタルビデオカメラ（電子機器）、　２１…外装ケー
ス（ケース本体）、　２１Ｄ，７３…リアパネル、　４４，７４，７４Ａ，１０４，１０
４Ａ…装着部、　５３ａ，５３ａＡ，５３ｂＡ，５３ｂＡ，１１３…第１の判別用凸部（
凸部）、　５４ａ，５４ａＡ，５４ｂ，５４ｂａ，１１４…第２の判別用凸部（凸部）、
　５５ａ，５５ｂ…突起片、　５６…接続端子、　６０…スライド部材、　６１，８１，
８１Ａ，１１１…第１のフック部、　６２，８２，８２Ａ，１１２…第２のフック部、　
６１ａ，６２ａ，８１ａ，８１ａＡ，８２ａ，８２ａＡ…第１フック片、　６１ｂ，６２
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ｂ，８１ｂ，８１ｂＡ，８２ｂ，８２ｂＡ…第２フック片　Ｘ，Ｘ１，Ｘ２…幅方向、　
Ｙ，Ｙ１，Ｙ２…長手方向、　Ｚ，Ｚ１，Ｚ２…高さ方向
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